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東京メトロ副都心線と東武東上線西武線との
相互乗入れはじまる

「渋谷駅」の中央、ホームが天井から見える話題の「吹抜け」
もう横浜に向かうレールの接続地点が眺められる

渋谷駅の改札口とホーム

JR、東急「渋谷駅」周辺。メトロ渋谷駅は明治通りの真下にある

東急百貨店西館東急百貨店西館 東急百貨店東館東急百貨店東館 明治通り明治通り

JR渋谷駅JR渋谷駅
東急渋谷駅東急渋谷駅

首都高速
3号渋谷線
首都高速
3号渋谷線

東京メトロ銀座線東京メトロ銀座線

東
京
都
心
最
後
の
地
下
鉄
、

最
新
鋭
の
技
術
を
駆
使
し
て
完
成

し
た「
副
都
心
線
」
が
予
定
通
り
、

6
月
14
日
（
土
）
の
一
番
か
ら
運

行
を
開
始
し
た
。
和
光
市
駅
で

は
、
早
朝
か
ら
満
員
と
な
っ
た
。

　
急
行
が
走
っ
て
追
い
越
し
を

す
る
メ
ト
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に

満
足
し
た
人
は
多
か
っ
た
が
、

ダ
イ
ヤ
に
は
狂
い
を
生
じ
、
た

ち
ま
ち
十
分
以
上
の
遅
れ
が

出
た
。

新
宿
三
丁
目
駅
の
特
設
窓

口
で
発
売
さ
れ
た
記
念
の
一
日

乗
車
券
一
万
枚
は
す
ぐ
売
り
切

れ
た
。

終
点
の
渋
谷
駅
で
は
、
横

浜
に
向
か
う「
東
急
」
の
延

伸
工
事
の
気
配
が
も
う
感
じ

ら
れ
、
四
年
後
に
完
工
予
定
の

「
川
越
」
か
ら
南
下
し
て
一
挙

に「
東
海
道
」
へ
と
結
ば
れ
る

路
線
も
市
井
の
話
題
と
な
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

た
だ
し
こ
の
熱
気
と
と
も

に
、
東
武
東
上
線
、
西
武
線

と
の
複
数
の
乗
入
れ
に
よ
り

交
錯
す
る
運
行
シ
ス
テ
ム
に
は

次
々
と
不
調
が
現
わ
れ
、
翌

日
に
は
ダ
イ
ヤ
の一
層
の
遅
れ
、

相
互
乗
入
れ
の
中
止
、
さ
ら

に
変
電
所
の
ブ
レ
ー
カ
ー
が

落
ち
る
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
路
線
の
特
色
の
一つ
は
、

今
ま
で
馴
染
み
の
薄
か
っ
た
個

性
的
な
町
を
つ
な
い
で
い
る
こ

と
。
新
宿
、
渋
谷
、
池
袋
の
繁

華
街
か
ら
は
か
け
離
れ
た
静
か

さ
が
味
わ
え
る
こ
と
で
あ
る
。

新
宿
三
丁
目
の
つ

ぎ
の
駅
、「
北
参
道
」

か
ら
明
治
神
宮
の

北
参
道
の
大
鳥
居

は
間
近
で
、
ま
た

千
駄
ヶ
谷
に
向
か
う

と
、
国
立
能
楽
堂

が
あ
る
。

町
内
会

連
合
が
主

催
す
る
開

通
前
夜
祭

は
、
他
の
地
域
で
は
真
似

の
で
き
な
い「
幽
玄
な
る
祝

い
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

会
場
は
明
治
神
宮
北
参
道

大
鳥
居
前
の
広
場
、
13
日

（
金
）
夕
刻
か
ら
特
設
舞
台
で
は
、

能
楽
囃
子「
神か

み
ま
い舞
」「
獅
子
」
が
演

奏
さ
れ
、
明
治
神
宮
代
々
木
雅
楽

会
に
よ
っ
て
神
楽「
代
々
木
の
舞
」

舞
楽「
蘭
陵
王
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

ま
た
「
な
ら
燈
花
会
」
に
よ
っ
て

二
千
個
の
灯
り
が
点
さ
れ
た
。

池
袋
か
ら
一
駅
の「
雑
司
ヶ
谷
」

駅
で
は
、
都
内
に
残
さ
れ
た
た
っ

た
一つ
の
都
電
、「
荒
川
線
」
に
乗

り
換
え
が
で
き
る
。
安
産
と
子
育

て
の「
鬼
子
母
神
」
に
近
い
。

副
都
心
線
の
完
成
で
、
世
界
の

先
端
を
行
く
地
下
土
木
技
術
を

実
証
・
・
・

都
内
を
走
る
既
設
の
地
下
鉄

の
深
さ
は
二
十
メ
ー
ト
ル
を
越

え
、
否
応
無
し
に
新
規
の
地
下
工

事
は
一
層
深
く
な
り
、
コ
ス
ト
は

増
大
す
る
。
副
都
心
線
は
都
内
で

最
深
と
な
る
が
、
新
し
い
モ
グ
ラ

の
よ
う
に
横
に
掘

る
「
シ
ー
ル
ド
工

法
」
が
約
3
/
4

も
採
用
さ
れ
、
従

来
の
地
上
か
ら
掘

る
工
事
は
最
低
限

に
抑
え
ら
れ
た
。

ま
た
交
差
す
る

既
設
の
地
下
鉄

と
の
わ
づ
か
な
隙

間
に
ト
ン
ネ
ル
と

線
路
を
通
す
た
め

に
、
従
来
線
の
重
さ
に

耐
え
る
十
分
な
補
強

工
事
を
行
な
っ
た
。
周

辺
に
は
N
T
T
の
通

信
網
、
東
京
電
力
の

電
力
線
、
東
京
ガ
ス

の
パ
イ
プ
が
錯
綜
し

て
い
て
、
そ
れ
ら
の
沈
下
に
も
配

慮
が
欠
か
せ
な
い
難
工
事
だ
っ
た
。

メ
ト
ロ
副
都
心
線
の
課
題

営
業
の
初
日
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
ぎ
、
各
駅
停
車
が
誤
っ
て
駅

を
通
過
す
る
、
あ
る
い
は
各
駅
停

車
が
急
行
電
車
の
軌
道
に
入
る
な

ど
、
混
乱
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。

副
都
心
線
は
東
武
東
上
線
と

西
武
池
袋
線
が
相
互
乗
り
入
れ

し
て
い
る
の
で
、
運
行
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
、
乗
り
入
れ
電
車
が
遅
れ
た

場
合
、
後
発
予
定
の
電
車
を
先

に
出
発
さ
せ
、
運
行
を
調
整
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
待

た
せ
る
べ
き
指
令
の
ミ
ス
も
続
出

し
た
。

池
袋
〜
渋
谷
間
で
折
り

返
し
運
転
に
切
り
替
え
、

J
R
や
東
武
、
西
武
な
ど

へ
の
振
替
え
輸
送
も
行
わ

れ
、
車
両
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
自
動
列
車
運
転
装
置

に
不
具
合
が
生
じ
て
車
両

や
ホ
ー
ム
柵
ド
ア
の
ト
ラ

ブ
ル
も
起
っ
た
。

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

に
は
、
新
た
な
大
動
脈
と

し
て
の
期
待
が
大
き
い
だ

け
に
、
利
用
者
の
不
満
が

噴
出
し
た
。
相
互
乗
り
入

れ
の
他
社
路
線
へ
の
影
響

も
大
き
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が

長
引
け
ば
首
都
圏
の
鉄
道

網
全
体
に
不
安
を
広
げ
る

恐
れ
も
あ
る
。
メ
ト
ロ
は

こ
れ
を
も
っ
て
新
線
建
設

が
打
ち
止
め
と
な
る
の
で
、

利
用
客
の
安
全
対

策
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
真
剣
な
努
力
が
望

ま
れ
る
。

一
方
、
J
R
埼
京

線
、
湘
南
新
宿
ラ

イ
ン
は
新
線
と
利
用

客
の
奪
い
合
い
と
な

り
、
年
間
30
億
円

減
収
を
見
込
む
と
い

う
。
危
機
感
は
あ
る

で
あ
ろ
う
が
、
乗
車

の
快
適
性
、
安
全
性

の
追
求
に
、
一
層
の

努
力
を
惜
し
む
べ
き

で
は
な
い
。
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集団就職・出張を支えて50年
上野駅前の上野百貨店（西郷会館）が消える

―同会館2階の聚楽台は閉店―

チ
ベ
ッ
ト
紀
行（
後
編
）

深
瀬　

克ま
さ
る

ラサにあるポタラ宮

ポタラ宮の周囲を歩く巡礼者

セラ寺の問答修業

地元民の親子、左端は漢人のガイド

西郷会館は、
そのレトロな外観を一新し、
2010年暮れに完成予定

今
の
上
野
駅
に
は
モ
ダ
ン
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
翼
を
広
げ
て
い
る
。
神
幸
祭
の
宮
出
し
を

控
え
て
、
下
谷
神
社
の「
千
貫
神
輿
」
が
鎮
座

し
て
、
上
野
の
歴
史
の
重
み
を
演
出
し
た
。

数
年
後
東
京
駅
に
延
伸
さ

れ
る
の
で
、
北
の
玄
関
と
し
て

の
上
野
駅
の
ホ
ー
ム
は
、
そ

の
と
き
役
目
を
終
わ
る
。

会館の屋上に西郷さんの銅像が見える

遠
い
国
、
近
い
国
の
こ
と
を

　
　
　
　
　
も
っ
と
知
り
た
い
・
・
・

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
し
を

　
　
　
　
　
理
解
し
た
い
・
・
・

現
代
の
我
々
は
、
と
も
す
れ
ば
、
経
済
活
動
に
目
を
奪
わ
れ
て
、

内
面
の
こ
こ
ろ
と
向
き
合
う
こ
と
に
は
疎
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

確
か
に
技
術
・
経
済
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
遠
い
国
、
近
い
国
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
こ
こ
ろ
を
理
解
し
、

文
化
、環
境
を
基
盤
と
す
る
、グ
ロ
ー
バ
ル・マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た「
地

球
市
民
」
と
し
て
目
覚
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
・
・
・

前
回
に
引
き
続
き
、
い
ま
世
界
が
注
目
す
る
「
チ
ベ
ッ
ト
」
を
取

り
上
げ
る
。
エ
ッ
セ
ー
の
筆
者
は
志
木
市
在
住
の
深
瀬
さ
ん
。

6
・
ポ
タ
ラ
宮
と
巡
礼

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

"potalaka"

は
観
世
音
菩
薩
が

住
む
（
あ
る
い
は
降
り
立
つ
）
と

伝
え
ら
れ
る
山
の
名
前
で
あ
る
。

日
本
で
は「
補
陀
落
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
代
々
の

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
観
世
音
菩
薩
の

化
身
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
住
ま

い
で
あ
り
墓
所
で
も
あ
る「
ポ
タ

ラ
宮
」
も
、"potalaka"

に
そ

の
名
を
由
来
す
る
。

朝
一
番
に
拝
観
し
よ
う
と
、
8

時
過
ぎ
に
ポ
タ
ラ
宮
に
着
い
た
。

見
る
と
、
す
で
に
大
変
な
混
雑
で

あ
っ
た
。
こ
ん
な
に
大
勢
の
拝
観

者
が
い
る
の
か
と
驚
い
た
。
し
か

し
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
巡
礼

者
が
、
マ
ニ
車
を
手
に
持
ち
、
お

経
を
唱
え
な
が
ら
、
ポ
タ
ラ
宮

を
周
回
す
る
巡
礼
道
を
歩
っ
て
い

た
の
だ
。
ポ
タ
ラ
宮
の
中
に
入
る

と
、
部
屋
に
よ
っ
て
は
、「
五
体

投
地
」
の
礼
拝
を
し
て
い
る
人
達

が
い
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
は
、
お
金

と
時
間
が
出
来
た
ら
、
巡
礼
に
出

か
け
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
ま
さ

に
そ
の
光
景
が
目
の
前
に
広
が
っ

て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
太
平
洋

戦
争
に
負
け
た
理
由
を
、「
精
神

力
」
が「
物
量
作
戦
を
支
え
た
経

済
力
」
に
負
け
た
と
理
解
し
た
。

そ
の
結
果
、
戦
後
の
日
本
は「
精

神
論
」
を
捨
て
去
り
、「
モ
ノ
」
と

「
お
金
」
中
心
の「
経
済
一
辺
倒
」

に
な
り
、
驚
異
の
経
済
発
展
を

遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。し
か
し
、

チ
ベ
ッ
ト
の
人
た
ち
は
、
明
ら
か

に
わ
れ
わ
れ
と
対
極
の
価
値
観
の

中
に
住
ん
で
い
る
。

今
の
世
界
は
、
科
学
技
術
と

資
本
力
の
あ
る
軍
事
大
国
が
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
価
値
観
・
シ

ス
テ
ム
が
最
高
レ
ベ
ル
に
進
化
し

た
も
の
で
あ
る
と
過
信
し
、
他
国

の
独
自
性
を
軽
視
し
、
自
国
に

同
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る『
文
明
の
衝
突
』
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、『
文
明
の
衝
突
』
を

増
幅
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
収
束

さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
考
え
、
提
案
し
、
行
動
す
べ

き
な
の
だ
ろ
う
。

7
・
鳥
葬

チ
ベ
ッ
ト
で
、「
鳥
葬
」
す
る
場

所
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と

ガ
イ
ド
に
き
い
た
。
漢
族
の
ガ
イ

ド
は
嫌
が
っ
て
頭
を
横
に
振
っ
た
。

岩
山
の
麓
を
通
っ
た
と
き
、
こ
の

上
で「
鳥
葬
」
が
行
わ
れ
る
と
言
っ

た
。な

ぜ「
鳥
葬
」
な
ど
と
い
う
や

り
方
が
あ
る
の
か
、
ガ
イ
ド
の
説

明
は
こ
う
だ
っ
た
。『
こ
こ
は
、

燃
料
に
す
る
木
が
少
な
い
。
従
っ

て
、「
火
葬
」
で
き
る
の
は
、
金
持

ち
に
限
ら
れ
る
。
お
金
の
無
い
者

は
、
ハ
ゲ
ワ
シ
の
餌
に
な
っ
て
天

に
昇
る
、「
鳥
葬
」
で
葬
ら
れ
る
。

そ
の
次
の
葬
り
方
は「
水
葬
」
で
、

白
い
布
で
全
身
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き

に
し
、
早
朝
、
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
川

に
流
す
。「
土
葬
」
に
さ
れ
る
の

は
、
罪
人
。
地
下
は
地
獄
が
あ

る
と
こ
ろ
だ
か
ら
。』
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

日
本
で
は
、
数
十
年
前
ま
で
、

「
土
葬
」が一
般
的
だ
っ
た
。
我
々

か
ら
見
る
と「
鳥
葬
」
な
ど
ゾ
ッ

と
す
る
が
、
彼
ら
か
ら
見
る
と
、

「
土
葬
」
こ
そ
ゾ
ッ
と
す
る
こ

と
だ
ろ
う
。
文
化
の
違
い
に
つ
い

て
、
優
劣
は
言
え
な
い
。
お
互
い

に
、
相
手
の
文
化
と
の
相
違
を
強

調
し
蔑
視
す
る
の
で
は
な
く
、
お

互
い
を
認
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
。

8
・
セ
ラ
寺
に
河
口
慧え
か
い海

の

　
　
　
　
　
　
情
熱
を
み
る

 

「
問
答
修
行
」
で
有
名
な
セ
ラ

寺
は
、
ラ
サ
の
北
8
k
m
の
山
の

麓
に
あ
る
。
14
世
紀
末
、
ツ
ォ
ン

カ
パ
（
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
3
世
）
が
、

そ
れ
ま
で
の
退
廃
的
な
仏
教
に
飽

き
足
ら
ず
、
戒
律
を
厳
守
す
る
ゲ

ル
ク
派
を
興
し
た
。
い
わ
ば
原
理

主
義
に
よ
る
改
革
で
あ
る
。
こ
の

寺
は
、
彼
の
弟
子
が
1
4
1
9
年

に
創
建
し
た
も
の
で
、
現
在
も
ゲ

ル
ク
派
の
代
表
的
な
寺
で
あ
る
。

最
盛
期
に
は
5
5
0
0
人
も
の

僧
侶
が
修
行
を
し
て
い
た
そ
う
だ

が
、
中
国
共
産
党
に
よ
る「
開
放

後
」
の
今
は
、
5
0
0
人
ほ
ど
に

減
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
セ
ラ
寺

に
、
1
0
0
年
以
上
前
日
本
か

ら
、
河
口
慧
海
が
勉
学
に
や
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
慧
海
は
チ

ベ
ッ
ト
に
や
っ
て
来
た
の
か
。

 

河
口
慧
海
は
1
8
6
6
年（
慶

応
2
年
）、
樽
桶
製
造
業
の
長
男

と
し
て
大
阪
の
堺
に
生
ま
れ
た
。

小
学
校
の
教
員
に

な
る
が
、
哲
学

館（
現
、
東
洋
大

学
）
の
通
信
講
座

が
き
っ
か
け
と
な

り
、
22
歳
で
上
京
。

本
所
の
黄
檗
宗

五
百
羅
漢
寺
に
寄

宿
し
、
念
願
の
哲

学
館
に
学
ん
だ
。

1
8
9
0
年（
明

治
23
年
）
五
百
羅

漢
寺
の
住
職
よ
り

得
度
を
受
け
、
慧

海
仁
広
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
住
職

の
引
退
で
同
寺
の
住
職
に
な
っ
た

が
、
26
歳
の
と
き
、
哲
学
館
を

終
了
し
、
住
職
も
辞
し
て
僧
籍

を
返
還
、
宇
治
の
黄
檗
山
で
一
切

蔵
経
を
読
む
こ
と
に
専
念
し
た
。

そ
の
結
果
、
仏
教
を
も
っ
と
理
解

し
研
究
す
る
に
は
、
既
存
の
漢
訳

経
典
の
他
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
原
典
、
な
い
し
は
、
原
典
に

最
も
近
く
忠
実
に
翻
訳
さ
れ
て
い

る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
経
典
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
危
険
を

承
知
の
上
、
鎖
国
中
の
チ
ベ
ッ
ト

入
り
を
決
意
し
た
。
ま
ず
、
パ
ー

リ
語
を
学
ん
で
か
ら
1
8
9
7
年

（
明
治
30
年
）
日
本
を
出
発
。
イ

ン
ド
で
チ
ベ
ッ
ト
語
を
習
得
し
、

想
像
を
絶
す
る
困
難
を
お
か
し
て

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
横
断
し
、
1
9
0
0

年
に
チ
ベ
ッ
ト

に
潜
入
。
カ

イ
ラ
ス
山
に

詣
で
た
後
、

1
9
0
1
年

ラ
サ
に
到
着

し
た
。
ラ
サ

の
セ
ラ
寺
で

1
年
余
り
勉

学
・
修
行
に

励
ん
だ
が
、
日

本
人
で
あ
る

こ
と
が
露
見
し
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、

1
9
0
3
年（
明
治
36
年
）
命
か
ら

が
ら
脱
出
し
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、

慧
海
は
、「
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
旅
行

記
」
を
出
版
、「
法
華
経
」「
大
日
経
」

な
ど
の
仏
典
の
翻
訳
、
チ
ベ
ッ
ト
語
・

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
・
仏
教
全
般
に
関
す

る
論
文
・
本
を
著
し
た
。
さ
ら
に
東

洋
大
学
・
大
正
大
学
で
後
進
の
指
導

に
当
た
っ
た
。

 

住
職
と
言
う
ポ
ス
ト
を
捨
て
、
仏

教
の
核
心
を
掴
も
う
と
す
る
河
口
慧

海
の
向
学
心
・
探
究
心
・
宗
教
心
・

企
画
力
・
実
行
力
・
精
神
力
は
、
い

ず
れ
も
卓
越
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

青
木
新
門
さ
ん
が
著
書「
転
生
回
廊
」

の
中
で
、
パ
ス
カ
ル
の『
瞑
想
録
』
か

ら『
人
間
は
小
事
（
＝
世
事
）
に
は

敏
感
で
、
大
事
（
＝
信
仰
）
に
は
無

感
覚
で
あ
る
』
と
の
言
葉
を
引
用
さ

れ
て
い
た
が
、
慧
海
は
文
字
通
り「
小

事
を
捨
て
、
大
事
に
専
念
し
た
」
と

言
え
る
人
間
で
あ
る
。
い
わ
ば
、「
日

本
の
三
蔵
法
師
」
だ
と
私
は
思
う
。

セ
ラ
寺
の
庭
で
今
も
行
わ
れ
て
い
る

「
問
答
修
行
」
は
、
い
さ
さ
か
観
光

客
を
意
識
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
慧
海
は
さ

ぞ
か
し
真
剣
に
や
っ
て
い
た
こ
と
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。

 

9
・
ポ
ン
教
と
仏
教
の
習
合

チ
ベ
ッ
ト
に
は
、
仏
教
が
伝
わ
る
前

か
ら「
ポ
ン
教
」（
ま
た
は
ボ
ン
教
）
と

言
う
土
着
宗
教
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自

然
崇
拝
教
で
、「
山
に
も
川
に
も
神
々
が

い
る
」と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、

ポ
ン
教
は
、
日
本
に
お
け
る
神
仏
習

合
と
同
様
に
、
仏
教
と
習
合
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

チ
ベ
ッ
ト
で
は
山
の
神
、川
の
神
、諸
々

の
神
様
が
遍
在
し
て
お
ら
れ
る
と
、

現
地
ガ
イ
ド
の
説
明
が
あ
っ
た
。
以
前

駐
在
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
一
神

教
の
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
と
、

黒
人
奴
隷
が
持
ち
込
ん
だ
ア
フ
リ
カ
の

土
着
宗
教
と
が
習
合
し
て
「
カ
ン
ド
ン

ブ
レ
」
と
言
う
宗
教
が
あ
っ
た
。
宗
教

や
宗
派
が
い
が
み
合
い
、
殺
し
合
う
現

実
だ
け
で
な
く
、
共
存
し
て
き
た
ケ
ー

ス
も
世
界
に
は
沢
山
あ
る
の
だ
。
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
嬉
し
い
発
見
だ
っ
た
。

こ
の
エ
ッ
セ
ー
を
書
い
た
の
は　

2
0
0
5
年
12
月
で
す
。

　
∧
補　
遺
∨

　

私
は
想
う　
深
瀬　
克

中
国
の『
業
』

今
か
ら
40
年
以
上
も
前
の
こ
と

だ
が
、
私
は
大
学
の
ゼ
ミ
に
、
マ
ル

ク
ス
主
義
経
済
学
の
真
っ
た
だ
中
に

あ
る「
労
働
経
済
」
を
選
ん
だ
。
マ

ル
ク
ス
主
義
で
は
、『
資
本
主
義
が

発
展
す
る
と
、
独
占
資
本
主
義
・

帝
国
主
義
の
段
階
に
入
り
、
資
本

家
に
よ
る
労
働
者
・
農
民
か
ら
の

搾
取
・
収
奪
が
進
み
、
労
働
者
・

農
民
は
、「
絶
対
的
窮
乏
化
」
に
お

ち
い
る
。
こ
の
結
果
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
が
必
然
的
に
起
こ
り
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
よ
る
共
産
主

義
社
会
が
実
現
す
る
』
と
言
わ
れ

て
来
た
。
い
わ
ゆ
る「
唯
物
史
観
」

で
あ
る
。

し
か
し
、
共
産
主
義
に
よ
る
社

会
シ
ス
テ
ム
は
、立
ち
上
が
り
こ
そ
、

旧
来
の
支
配
階
級
か
ら
の
開
放
に

よ
り
歓
迎
さ
れ
る
が
、
人
間
性
を

無
視
し
た
社
会
体
制
で
あ
る
た
め
、

時
の
経
過
と
共
に
、
経
済
発
展
の

停
滞
、
文
化
の
破
壊
、
共
産
党
上

層
部
に
よ
る
権
力
闘
争
な
ど
が
起

こ
り
、
決
し
て
理
想
的
な
社
会
シ

ス
テ
ム
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
に
な

る
。「
絶
対
的
窮
乏
化
」
は
、
資
本

主
義
先
進
国
で
必
然
的
に
起
こ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
共
産
主
義

社
会
で
は
、
共
産
党
幹
部
の
権
力

闘
争
が
必
然
的
に
発
生
し
、「
絶
対

的
権
力
闘
争
化
」
に
陥
っ
た
。
こ

れ
は
、「
権
力
闘
争
に
勝
ち
残
ら
な

け
れ
ば
自
分
自
身
が
抹
殺
さ
れ
て

し
ま
う
」
と
言
う
、
共
産
主
義
社

会
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
宿
命
、
す

な
わ
ち「
業
」
だ
と
私
は
思
う
。

 

鄧
小
平
に
よ
る
開
放
経
済
導
入

以
降
、
中
国
人
の
関
心
事
は
、「
金・

金
・
金
」
と
な
っ
て
い
る
。
今
の

中
国
は
、
共
産
主
義
の「
業
」
と
、

開
放
経
済
に
よ
る「
拝
金
主
義
」で
、

「
大
人（
た
い
じ
ん
）の
風
格
」を
す
っ

か
り
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
こ

の
よ
う
な
中
国
と
付
き
合
う
に
は
、

こ
ち
ら
が
相
手
を
上
回
る「
大
人
」

に
な
り
、
事
実
に
基
づ
く
正
論
を
、

冷
静
か
つ
正
確
に
主
張
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

臨
死
体
験

「
臨
死
体
験
」
に
つ
い
て
の
描
写

を
読
ん
だ
り
聴
い
た
り
し
た
人
も

多
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、『
あ
の

世
は
、
広
い
野
原
に
太
陽
が
燦
燦

と
降
り
そ
そ
ぎ
、
野
の
花
が
咲
き

乱
れ
て
い
た
』と
い
う
光
景
で
あ
る
。

私
が
チ
ベ
ッ
ト
に
着
い
て
間
も
な
く

高
山
病
に
か
か
っ
た
と
き
、
脳
に
酸

素
が
行
き
渡
ら
な
く
な
り
頭
の
中

が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
私

は
、
感
覚
が
鈍
く
な
っ
た
た
め
か
苦

し
さ
は
無
く
、
ふ
わ
ふ
わ
宙
に
浮

い
た
感
覚
の
中
で
、
何
万
ル
ク
ス
も

の
明
る
さ
で
輝
く
お
花
畑
を
か
い

ま
見
た
気
が
し
た
。
死
ん
だ
経
験

が
無
い
の
で
断
定
的
に
言
う
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
人
が
息
を
引
き

取
る
瞬
間
も
、
脳
が
酸
欠
状
態
に

な
っ
て
意
識
が
薄
れ
、
そ
れ
ま
で
の

苦
し
さ
の
感
覚
が
無
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
高
山
病
に

な
っ
た
お
か
げ
で
、
死
の
瞬
間
の
状

況
を
少
し
予
見
で
き
た
気
が
し
た
。

死
後
「
あ
の
世
の
紀
行
文
」
を
書

き
、
メ
ー
ル
で
こ
の
世
に
送
信
で
き

た
ら
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
こ
と

間
違
い
無
し
な
の
だ
が
・
・
・
。

高
度
成
長
期
に
は
、
地
方
か
ら

の
学
生
や
集
団
就
職
の
若
者
、
観

光
客
な
ど
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
の

だ
が
、
1
9
9
1
年
、
東
北
・
上

越
新
幹
線
が
東
京
駅
に
乗
り
入
れ

る
と
、
上
野
駅
は
も
は
や
東
京
の

玄
関
口
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。土

産
屋
が
並
ん
だ
1
階
の
の
れ

ん
街
は
2
0
0
3
年
頃
か
ら
大
半

の
店
が
立
ち
退
い
た
。
そ
し
て
こ

の
西
郷
会
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言

う
べ
き
レ
ス
ト
ラ
ン「
聚
落
台
」
も
、

4
月
21
日
に
多
く
の
フ
ァ
ン
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
閉
店
し
た
。

東
京
・
上
野
駅
前
、
西
郷
隆

盛
像
の
下
に
位
置
し
、
昭
和
の

面
影
を
残
し
て
き
た
「
西
郷
会

館
」
が
、建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、

そ
の
半
世
紀
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

西
郷
会
館
は
、
丘
の
地
形
を

利
用
し
た
建
物
で
、
設
計
者
は

土
浦
龜か
め
ぎ城

。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
四
角
い
箱
形
の
デ
ザ
イ
ン

で
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建

築
の
先
駆
け
だ
っ
た
。

1
9
5
2
年
、
駅
周
辺
の
露

店
約
40
店
を
収
容
す
る
共
同
店

舗
ビ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
上

野
駅
は
、
1
9
6
4
年
の
大
ヒ
ッ

ト
曲
「
あ
あ
上
野
駅
」
で
「
お

い
ら
の
心
の
駅
だ
」
と
歌
わ
れ
た

「
北
の
玄
関
口
」。
中
卒
の「
金
の

卵
」
や
出
稼
ぎ
者
が
降
り
立
つ

上
野
駅
は
、
故
郷
へ
帰
る
列
車

の
始
発
駅
で
も
あ
っ
た
の
で
、
会

館
内
に
あ
る「
聚
楽
台
」
は
、
そ

う
し
た
上
京
者
達
が
上
野
駅
に

降
り
た
後
や
、古
里
に
向
う
前
の

一
時
を
過
ご
す
食
堂
と
し
て
繁
盛

し
た
。
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ドヴォルザークとその音楽

志
木
第
九
の
会　
定
期
演
奏
会

9
月
7
日（
日
）　
午
後
二
時
半
開
演

志
木
市
民
会
館
パ
ル
シ
テ
ィ　
入
場
料
二
五
〇
〇
円

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲

「
ス
タ
ー
バ
ト・マ
ー
テ
ル
」（
悲
し
み
の
聖
母
）

　
　

音
楽
監
督
・
指
揮
：
三
澤
洋
史

　
　

管
弦
楽
：
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

　
　

合
唱
：
志
木
第
九
の
会
合
唱
団

　
　
　
　

ソ
プ
ラ
ノ
：
黒
澤
明
子　

ア
ル
ト
：
山
下
牧
子

　
　
　
　

テ
ノ
ー
ル
：
小
林
彰
英　

バ
ス
：
タ
ン
・
ジ
ュ
ン
ボ

　
　
　
　

オ
ル
ガ
ン
：
矢
内
直
子

お問い合わせ：事務局　岡嶋　
TEL/FAX　048・473・6368

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対

し
て
取
材
活
動
を
行
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地
域

内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」
は

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・
発

行
し
、
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

◇ 

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意
見
／
考

え
）」
を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L 
0
9
0
（
3
0
4
8
）
5
5
0
2

　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ みやかわ(宮川書店)本店に全巻常置されています

志木市本町1-11-32　TEL :  (048)487-1112  B5版 100ページ(カラー50ページ) 定価 各630円

第
７
号

江
戸
城
完
工

こ
の
人
：
仁
科 

芳
雄

芥
川
龍
之
介「
舞
踏
会
」「
手
巾
」

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

旧
朝
香
宮
邸
の
ア
ー
ル
・
デ
コ

武
蔵
野
台
地

第
８
号

山
手
線
誕
生
の
物
語

こ
の
人
：
長
井　
長
義

國
木
田
独
歩「
武
蔵
野
」

東
京
都
庭
園
美
術
館

消
滅
し
た
羽
田
３
町

品
川
神
社
大
祭

今
回
演
奏
さ
れ
る
こ
の
作
品

は
、ソ
プ
ラ
ノ
、ア
ル
ト
、テ
ノ
ー
ル
、

バ
ス
、
合
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か

ら
編
成
さ
れ
る
大
曲
で
あ
る
。

1
8
7
5
年
9
月
、
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
は
長
女
を
失
う
不
幸

に
見
舞
わ
れ
、
1
8
7
6
年
2

月
こ
の
曲
に
着
手
、
5
月
に
は
ス

ケ
ッ
チ
を
完
成
さ
せ
た
が
、
他
の

仕
事
に
手
を
取
ら
れ
て
こ
の
作
品

は
棚
上
げ
に
さ
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
1
8
7
7
年
8
月
に
次

女
を
、
9
月
に
長
男
を
相
次
い
で

失
い
、
彼
ら
の
冥
福
を
祈
る
意
味

で
こ
の
作
品
に
再
び
向
か
う
と
、

11
月
13
日
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。
全
10
曲

中
ア
レ
グ
ロ
で
書
か
れ
て
い
る
の

は
、
終
曲
の
後
半
の
み
で
、
あ
と

は
す
べ
て
緩
徐
な
曲
で
あ
る
。
ま

た
、
10
曲
中
4
曲
が
長
調
の
曲
で

あ
り
、
深
い
悲
し
み
を
克
服
し
て

穏
や
か
な
平
安
を
得
よ
う
と
す
る

真
摯
な
祈
り
に
満
ち
た
作
品
と

な
っ
て
い
る
。

初
演
は
、
1
8
8
0
年
12
月

23
日
、
プ
ラ
ハ
音
楽
芸
術
家
協
会

の
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て
ア

ド
ル
フ
・
チ
ェ
フ
の
指
揮
に
よ
り

行
わ
れ
た
。

今
回
の
演
奏
会
で
指
揮
を
と
る

三
澤
洋
史
氏
は
国
立
音
楽
大
学

声
楽
科
卒
業
後
、
指
揮
に
転
向
。

1
9
8
4
年
ベル
リ
ン
芸
術
大
学

指
揮
科
を
首
席
で
卒
業
後
、
オ

ペ
ラ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
な
ど
声
楽
を

伴
う
作
品
の
指
揮
者
と
し
て
活
動

し
、
現
在
新
国
立
劇
場
合
唱
団

の
指
揮
を
さ
れ
て
い
る
。

志
木
第
九
の
会
は
、
1
9
9
1

年
3
月
の
志
木
市
市
制
施
行
20

周
年
記
念
「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九

交
響
曲
」
演
奏
会
の
後
、
こ
れ
に

参
加
し
た
市
民
合
唱
団
を
母
体

と
し
、
同
演
奏
会
を
指
揮
さ
れ
た

三
澤
洋
史
氏
を
音
楽
監
督
・
指

揮
者
に
迎
え
、
さ
ら
に
、
安
藤
常

1
8
4
1
年
、
チ
ェ
コ
の
首
都
プ

ラ
ハ
の
北
、
モ
ル
ド
ウ
河
畔
の
町
で

生
ま
れ
生
ま
れ
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

は
、
幼
く
し
て
音
楽
的
才
能
を
認

め
ら
れ
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ

ン
演
奏
の
ほ
か
、
音
楽
理
論
を
学

ぶ
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
経
済
的

に
は
苦
し
い
環
境
に
あ
っ

た
が
、
プ
ラ
ハ
の
音
楽

学
校
に
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
、
卒
業
後
に
は
、

新
設
が
決
ま
っ
た
国
民

劇
場（
当
時
は
ま
だ
仮

設
だ
っ
た
が
）
の
ビ
オ
ラ

奏
者
と
な
り
、
指
揮
者

ス
メ
タ
ナ
の
教
え
を
直

接
受
け
る
機
会
を
得
た
。

ワ
グ
ナ
ー
に
惹
か
れ
、

彼
の
影
響
の
下
で
作
曲

を
試
み
て
い
た
が
、
徐
々

に
ワ
グ
ナ
ー
へ
の
傾
倒
か

ら
脱
し
、
民
族
主
義
的
な
作
品
を

発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
プ

ラ
ハ
の
音
楽
界
で
は
著
名
な
存
在
と

な
っ
て
い
っ
た
。

1
8
7
4
年
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
国
家

奨
学
金
の
審
査
に
応
募
し
、
高
額

な
奨
学
金
を
獲
得
し
た
。
そ
の
と

き
審
査
員
を
務
め
て
い
た
ブ
ラ
ー
ム

ス
が
彼
の
歌
曲
に
注
目
し
た
こ
と
か

ら
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
の
親
し
い
交
際

が
始
ま
り
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
名

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ
て
い
っ

た
。
彼
が
人
気
作
曲
家
と
し
て
名

声
を
決
定
づ
け
た
「
ス
ラ
ヴ
舞
曲
」

は
、
ス
ラ
ブ
民
謡
風
の
主
題
を
ブ

ラ
ー
ム
ス
流
の
古
典
的
な
様
式
に

織
り
込
ん
だ
作
品
だ
っ
た
。
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
の
音
楽
を
と
り
わ
け
魅

力
的
に
し
て
い
る
の
は
、
親
し
み
や

す
く
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
音
楽
家
と
し
て
の
栄

光
に
向
か
っ
て
踏
み
出
し
、
憧
れ
の

伴
侶
を
も
得
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

だ
っ
た
が
、
そ
の
家
庭
は
し
ば
し
ば

不
幸
に
襲
わ
れ
た
。
1
8
7
5
年

か
ら
2
年
間
に
、
3
人
の
子
供
達

が
相
次
い
で
こ
の
世
を
去
っ
た
の
で

あ
る
。

ボ
ヘミ
ア
楽
派
と
も
言
わ
れ
、
民

族
的
な
作
曲
家
、
チ
ェ
コ
の
愛
国
的

な
音
楽
家
と
し
て
名
声
を
得
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
楽
友
協
会
か
ら
も
名
誉

会
員
に
推
さ
れ
た
。
い
く
つ
も
の
交

響
曲
の
作
曲
を
依
頼
さ
れ
、
イ
ギ

リ
ス
訪
問
は
九
回
に
も
及
ん
だ
。

1
8
9
1
年
春
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
音
楽
院
の
創
立
者
か

ら
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
に
対
し
て
音

楽
院
院
長
職
への
就
任
依
頼
が
届
い

た
。
彼
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
理
由

は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
民

楽
派
的
音
楽
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
彼

は
当
初
辞
退
し
た
が
、
熱
心
な
説

得
と
高
額
の
年
俸
提
示
に
逡
巡
し

た
末
、つ
い
に
契
約
書
に
署
名
し
た
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
音
楽
に
つ
い

て
は
新
興
国
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
高

名
な
作
曲
家
の
渡
米
を
心
か
ら
歓

迎
し
た
と
い
う
。

「
新
世
界
よ
り
」
と
呼
ば
れ

る
交
響
曲
第
九
番
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
祖
国
の
ボ
ヘ
ミ
ア
を
思
い
つ

つ
作
曲
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
強
烈
な
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
襲
わ

れ
た
た
め
、
周
囲
の
説
得
を
退
け
、

光
氏
ほ
か
四
名
を
指
導
陣
に
仰
い

で
、
91 

年
9
月
7
日
に
発
会
し
、

練
習
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
92

年
3
月
に
は
会
員
有
志
に
よ
る

男
声
合
唱
団「
志
木
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
が
発
足
し
、
社
会
福
祉
施
設

へ
の
慰
問
等
で
活
動
し
て
い
る
。

 

本
会
は
、
深
い
人
類
愛
と
永
遠

の
平
和
を
希
求
す
る
ベ
ー
ト
ー
べ

ン
の「
第
九
交
響
曲
」
の
合
唱
を

歌
う
と
と
も
に
、 

音
楽
活
動
を

通
じ
て
、
会
員
相
互
の『
心
の
ハー

モ
ニ
ー
』
を
図
り
、
ひ
い
て
は
地

域
の
音
楽
文
化
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

会
員
は
、
志
木
市
の
ほ
か
、
近

隣
の
和
光
、
新
座
、
朝
霞
、
富

士
見
の
県
内
各
市
を
は
じ
め
、
東

京
都 

区
内
に
も
わ
た
る
市
民
混

声
合
唱
団
で
、
合
唱
に
つ
い
て
豊

富
な
経
歴
を
も
つ
会
員
が
い
る
ほ

か
、
未
経
験
者
も
多
数
在
籍
し
て

い
る
。

1
8
9
5
年
に
ア
メ
リ
カ
を
去
っ

た
。帰

国
後
は
プ
ラ
ハ
音
楽
院
で
教

鞭
を
取
り
始
め
、
作
曲
を
再
開
し

た
。
ウ
イ
ー
ン
楽
友
協
会
か
ら
名

誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
国
際
的
な

名
声
を
受
け
た
。

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
主
な
作
品
と

し
て
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
九
つ
の
交

響
曲
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
い
く
つ

も
の
管
弦
楽
曲
、
セ
レ
ナ
ー
ド
、
ス

ラ
ブ
舞
曲
が
あ
り
、
一
曲
づ
つ
の
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
と
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
、
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
は
特
に
名
曲
の

誉
れ
が
高
い
。
室
内
楽
曲
と
し
て

弦
楽
四
重
奏
曲
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
、

四
重
奏
、
五
重
奏
曲
、
バイ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
の
ほ
か
、
多
く
の
器
楽
曲
、

声
楽
曲
、
歌
曲
、
歌
劇
、
教
会
音

楽
と
し
て
カ
ン
タ
ー
タ
、
オ
ラ
ト
リ

オ
な
ど
が
あ
る
。

長
倉
淑
乃
さ
ん 

逝
く

ペ
ン
ネ
ー
ム
釉
木
淑
乃
さ
ん
は
志

木
市
の
生
れ
、
志
木
市
で
育
っ
た
。

　
女
流
作
家
と
し
て
、
雑
誌
「
す
ば

る
」
に
作
品
を
発
表
、
文
壇
で
は
既

に
お
馴
染
み
の
作
家
だ
っ
た
。

か
つ
て
の
志
木
を
語
っ
た
名
作「
武

蔵
野
物
語
」
で
、
地
域
の
誰
か
ら
も

愛
さ
れ
て
い
た
小
説
家
の「
永
倉
万

治
」
は
彼
女
の
兄
に
な
る
。

万
治
は「
埼
玉
県
の
百
人
」
に
選

ば
れ
た
郷
土
の
誇
り
、
兄
万
治
の
思

い
出
の「
東
京
キ
ッ
ド
」
を
取
材
す

る
た
め
に
、
三
年
前
の
こ
と
、
淑
乃

さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴
い
て
取

材
を
つ
づ
け
、「帰
っ
て
き
た
黄
金
バ
ッ

ト
」を
集
英
社
か
ら
上
梓
、兄
を
憶
っ

て
書
き
続
け
た
妹
の
心
意
気
は
、
文

壇
か
ら
絶
賛
を
浴
び
た
。
ま
だ
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
。

去
る
三
月
彼
女
は
突
然
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
た
。
享
年
五
十
二
歳
。

亡
兄
万
治
と
語
り
合
っ
て
か
ら
、

天
国
で
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
合　
掌

　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
人
記
す

本
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
す
る


